
ス
イ
カ
に
風
鈴
、
麦
わ
ら
帽
子
。

ど
れ
も
暑
さ
を
和
ら
げ
る

夏
の
代
名
詞
だ
。

１
４
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る

麦
わ
ら
帽
子
店
が
あ
る
と
聞
き
、
埼
玉

県
東
部
・
春
日
部
の
工
房
を
訪
ね
た
。

麦
の
香
り
に
く
す
ぐ
ら
れ
、

帽
子
を
ひ
と
つ
手
に
取
れ
ば
、

懐
か
し
い
夏
の
記
憶
が

ふ
わ
っ
と
よ
み
が
え
る
。

涼
を
呼
ぶ

伝
統
の
麦
わ
ら
帽
子
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磨
き
抜
か
れ
た
職
人
技
で

麦
わ
ら
に
命
を
吹
き
込
む

　

田
園
風
景
に
は
た
め
く
青
い
の
ぼ
り
に
誘

わ
れ
て
、
コ
ス
モ
ス
の
咲
く
敷
地
に
足
を
踏
み

入
れ
る
。
埼
玉
県
春
日
部
市
。
古
利
根
川
流

域
の
肥ひ

沃よ
く

な
土
地
を
持
ち
、
古
く
は
米
や
麦

の
生
産
地
と
し
て
栄
え
た
。
１
８
８
０（
明
治

13
）年
創
業
の
田
中
帽
子
店
は
、
全
国
で
も
数

少
な
く
な
っ
た
、麦
わ
ら
帽
子
の
老
舗
工
房
だ
。

　

キ
ツ
ツ
キ
が
木
の
幹
を
突
く
よ
う
な
、
小
気

味
の
よ
い
音
が
響
く
。
大
小
の
帽
子
が
所
狭
し

と
床
を
埋
め
つ
く
す
工
房
の
奥
で
、
4
代
目
の

田
中
行
雄
さ
ん（
88
歳
）が
ミ
シ
ン
を
踏
む
。
材

料
と
な
る
の
は「
麦
わ
ら
真さ

な

田だ

」と
呼
ば
れ
る
、

麦
を
編
ん
だ
平
た
い
紐
。
こ
れ
を
渦
巻
き
状
に

重
ね
な
が
ら
縫
い
合
わ
せ
て
い
く
。

　

ペ
ダ
ル
を
踏
む
左
足
の
動
き
に
合
わ
せ
て
、

行
雄
さ
ん
の
手
の
中
で
麦
わ
ら
の
渦
が
み
る
み

る
大
き
く
な
っ
て
い
く
。
平
ら
な
円
盤
が
筒
状

に
な
り
、丸
い
ふ
く
ら
み
を
帯
び
る
と
、あ
っ
と

い
う
間
に「
ク
ラ
ウ
ン
」と
呼
ば
れ
る
頭
部
分
の

帽
体
が
出
来
上
が
っ
た
。「
一
番
の
肝
は
、縫
い

始
め
の
つ
む
じ
の
部
分
。
き
っ
ち
り
縫
え
る
よ

う
に
な
る
の
に
２
〜
３
年
は
か
か
る
よ
」と
行

雄
さ
ん
。こ
の
道
を
極
め
て
50
年
以
上
に
な
る
。

　

縫
製
を
終
え
た
帽
体
は
、
晴
れ
の
日
を
選

ん
で
天
日
干
し
に
す
る
。
主
に
空
気
が
乾
い
た

寒
い
時
季
に
行
う
た
め「
寒
干
し
」と
呼
ば
れ
、

春
日
部
の
冬
の
風
物
詩
だ
っ
た
。

　

次
な
る
工
程
は「
型
入
れ
」だ
。
ガ
ス
の
火
で

熱
さ
れ
た
金
型
に
帽
体
を
添
え
、
水
圧
プ
レ

ス
で
グ
グ
ッ
と
数
秒
。
仕
上
が
り
の
形
に
成
型

し
、
帽
子
に
魂
を
吹
き
込
む
。

　

汗
止
め
や
調
整
テ
ー
プ
、
リ
ボ
ン
の
縫
い
付

け
を
す
べ
て
手
作
業
で
済
ま
せ
た
ら
、
い
よ
い

よ
最
後
に
待
ち
構
え
る
関
門
は
検
品
。
さ
さ

く
れ
を
糸
切
り
バ
サ
ミ
で
取
り
除
き
、
糸
が

外
れ
て
い
る「
目
飛
び
」や「
て
っ
ぺ
ん
」の
緩
み

は
な
い
か
、
厳
し
い
目
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

40年は使い続けているというミシンは、「環縫いミシン」と呼ばれる帽子専用のもの。下糸を使わず編むように縫うため、ふんわり柔らかく仕上がるのが特徴だ。

作
り
続
け
て
１
４
０
年

天
然
の
麦
わ
ら
帽
子

帽子の材料となる麦わら真田。かつては春日部の麦で
生産していたが、今はモンゴルなどアジアから輸入する。

冬の晴れた日に帽子を乾燥させる「寒干し」。湿気
が抜けて麦の締まりがよくなるという。

縫製作業をする田中行雄さん。時折木型に帽体を合
わせ、形を確認する。
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春
日
部
市
の
伝
統
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
て
い

る
麦
わ
ら
帽
子
は
、
か
つ
て
は
地
元
産
の
麦
わ

ら
真
田
を
使
い
、
農
作
業
や
幼
稚
園
の
制
帽
用

に
と
生
産
さ
れ
た
も
の
。
し
か
し
昭
和
30
年
代

は
町
に
10
近
く
あ
っ
た
工
場
も
、
後
継
者
不
足

や
需
要
減
少
の
波
で
一
つ
二
つ
と
姿
を
消
し
た
。

い
ま
や
春
日
部
市
内
で
天
然
の
麦
わ
ら
帽
子
を

量
産
す
る
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は
、
こ
こ
田
中
帽

子
店
が
唯
一
と
な
っ
た
。

　
「
物
が
あ
ふ
れ
て
い
る
現
代
、人
々
が
求
め
る

の
は
、
物
づ
く
り
の
裏
に
あ
る
歴
史
や
ス
ト
ー

リ
ー
。
付
加
価
値
が
あ
る
も
の
で
な
い
と
売
れ

な
い
ん
で
す
」と
語
る
の
は
、
２
０
１
６（
平
成

28
）年
に
社
長
の
座
を
継
い
だ
田
中
優
さ
ん

（
33
歳
）。
コ
ロ
ナ
禍
の
２
０
２
０（
令
和
２
）年
、

工
房
横
に
オ
ー
プ
ン
し
た
直
営
店
で
、
自
ら
店

頭
に
立
ち
接
客
を
す
る
。
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
に
短

パ
ン
と
い
う
出
で
立
ち
で「
目
立
ち
た
が
り
の

広
告
塔
」を
自
称
す
る
6
代
目
は
、
S
N
S
で

の
発
信
な
ど
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
余
念
が
な
い
。

　

２
０
１
２（
平
成
24
）年
に
自
社
ブ
ラ
ン
ド
を

立
ち
上
げ
て
以
来
、
認
知
度
は
高
ま
っ
た
が
、

夏
祭
り
で
の
露
店
販
売
や
地
元
の
百
貨
店
と

の
販
促
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
、
春
日
部
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
す
る
。「
全
国
区
で
は
有
名

だ
け
ど
、地
元
の
人
は
買
え
な
い
帽
子
、と
な
っ

た
ら
悲
し
い
で
す
か
ら
ね
」と
優
さ
ん
。

　

麦
わ
ら
帽
子
の
一
番
の
魅
力
は
、
紫
外
線
遮し

ゃ

蔽へ
い

率
と
通
気
性
の
高
さ
だ
。
1
0
0
%
に
近
い

遮
蔽
率
を
誇
り
な
が
ら
、
同
時
に
高
い
通
気

性
を
実
現
す
る
の
は
、
空
洞
状
の
茎
を
持
つ
麦

の
な
せ
る
技
。
近
年
主
流
の
、
ペ
ー
パ
ー
素
材

の
麦
わ
ら
帽
子
じ
ゃ
こ
う
は
い
か
な
い
。

　

い
よ
い
よ
夏
本
番
。「
お
洒
落
は
足
元
か
ら

始
ま
り
、
頭
に
終
わ
る
」と
は
、
行
雄
さ
ん
の

弁
だ
。
涼
と
粋
を
求
め
て
、
今
夏
は
天
然
の

麦
わ
ら
帽
子
を
味
方
に
つ
け
よ
う
か
。

地
元
で
も
ず
っ
と

愛
さ
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
に

型入れを黙々と行う職人さん。空気圧が主流の今、水圧でのプレスは希少となった。金型
をガスの火で熱しながらの作業になるため「やけどはしょっちゅうです」。

工房の棚にはさまざまな形の木型が
並ぶ。頭部とつばの型の組み合わせに
より、無数のデザインが生まれる。

日本人の頭の形にぴったり
合う帽子を作れるのが、田中
帽子店の強みだ。上から見る
と欧米人は楕円型、日本人は
真ん丸の頭を持つという。

接客中の田中優さん。ものの
10秒で、個々に合ったお薦め
の帽子を２～３個見立てる。
「人の頭の形を見ては、どんな
帽子が似合うかな、と考えて
しまう癖があります（笑）」。

文／中村茉莉花　撮影／宮地たか子

【田中帽子店】
埼玉県春日部市赤沼1347　TEL 048-797-8391　https://tanaka-hat.jp/
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蘂0465-22-5951 
神奈川県小田原市栄町2-1-29 3F
賚11時〜15時、17時〜23時（L.O.22時30分）
贊月曜 
JR・小田急線小田原駅から徒歩1分

ステーキハウス金井　小田原駅前店

A5ランクの銘柄牛を厳選し、
抜群の火入れで極上のステー
キに。店内はこだわりのイン
テリアに囲まれ、優雅な雰囲
気。カウンター席ではシェフ
の火入れの技を楽しめる。自
社農園の無農薬野菜や港直送
の鮮魚も味わいたい。

極上のステーキを優雅な空間で堪能

ホームページ

Menu
ステーキディナーコース�
⃝ サーロイン�

19,150円〜
⃝ シャトーブリアン�

22,550円〜

蘂042-724-3121 
町田市原町田3-2-9 
賚18時〜21時、土日祝17時〜21時 
※最終入店は19時30分まで
贊月曜

レンブラントホテル
東京町田

9/10㈰まで、「アジアンリゾー
ト」がテーマのビアガーデン

「レンビアー」をオープン。水
辺を演出した空間で、80種類
以上の飲み物やアジアン料理
が、時間制限なしで飲み・食
べ放題。事前予約で大人料金
5,500円が5,000円に。

「アジアン」なビアガーデンで夏を満喫

ホームページ

Menu

⃝ 大人�
	・アンコール� 5,500円
	・ノンアンコール�4,000円
⃝ 中高生� 3,000円
⃝ 小学生� 2,000円

ミーナ
町田

小
田
急

町
田

ダイエー
町田店

至横浜

至新宿

JR町田

明治26年創業の日本料理店。小田原港で水
揚げされたアジなど、季節の魚を使った寿司
や刺身はもちろん、特製のゴマ油で揚げた天
重もおすすめ。8月初旬〜10月末は相模湾沖
であがる活き伊勢海老のメニューが登場。

国の有形登録文化財の老舗で伝統の味を

Menu
⃝ あじずし� 1,780円〜
⃝ こだわり天重セット（数量限定）� 3,630円　
⃝ 桐定食� 4,400円　

蘂0465-22-4128
神奈川県小田原市本町2-1-30
賚11時～21時（L.O.20時） 贊無休 猾あり　
JR・小田急線小田原駅から徒歩8分

国指定登録有形文化財 のれんと味
だるま料理店 

ホームページ

蘂0558-28-1228 
静岡県下田市宇土金341 
賚9時30分～16時30分（入館は16時ま
で） 贊展覧会期間中は無休　
伊豆急河津駅からタクシーで20分

上原美術館

伊豆・下田の上原美術館では、企画展「きれいな
仏像　愉快な江戸仏」を9/24㈰まで開催中。収
蔵品のほか、伊豆に伝わる素朴で愛らしい江戸
時代の仏像を展示する。日本画家の鏑木清方ら
を紹介する収蔵品展「雨をたのしむ」を同時開催。

愛らしく、愉快な江戸時代の仏像を展示

ホームページ

In format ion

⃝ 大人� 1,000円
⃝ 学生� 500円
⃝ 高校生以下� 無料

地蔵菩薩像 江戸時代 河津町田中・小峰堂

選りすぐりの名店やアートの楽しみ、新しい学び…

いつもの暮らしをより豊かにする

上質なひとときを

蘂045-471-1115 
（レストラン予約係10時〜18時）
神奈川県横浜市港北区新横浜3-4 
賚11時30分～15時（L.O.14時30分）、
水～日17時～21時30分（L.O.21時） 
贊無休 猾あり

新横浜プリンスホテル
ブッフェダイニング ケッヘル 

ブッフェダイニング ケッヘルで、
8月末までハワイアンブッフェを
開催。「夏のスタミナチャージ」
をテーマに、ダイナミックな
肉料理を中心としたハワイア
ンフードやスイーツが並ぶ。
ランチ1名4,500円～、ディナー
1名6,300円～。

肉料理が中心のハワイアンブッフェ

ホームページ

Menu

⃝ �牛ハラミとロースの鉄
板焼き チミチュリソー
ス、ポークスペアリブ 
ココナッツ風味ほか

横浜アリーナ

新横
浜

マクドナルド

新
横
浜

環状
2号

イオンスタイル上麻生　
蘂044-969-3260 
川崎市麻生区上麻生4-3-1 
賚9時〜22時 贊無休 猾あり

売り場面積拡大！リニューアルオープン
毎日の買い物をより便利に
するため売り場面積を拡大
し、7/20㈭にリニューア
ルオープン。これを記念し、
セールを開催（詳細は店舗
で）。買った商品をその日
に自宅まで届ける、「イオ
ンの即日便」も実施中！

山口台中央

山口台公園東 吹込

鶴亀松公園東

リリエンベルグ

新百合ヶ丘

ホームページ

箱根強羅観光協会　
蘂0460-82-2300

強羅の夏の夜を彩る大文字焼
1921年から続く伝統行事

「箱根強羅温泉大文字焼」
は、箱根三大祭のひとつ。
今年の開催は8/16㈬19時
30分〜20時10分。山の中
腹に浮かび上がる大文字を
バックに、打ち上げ花火や
仕掛け花火約2,000発が華
麗に夜空を舞う。

ホームページ
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美しい所作とおいしい煎茶の入れ方が身につく「煎茶道入門講座」

玉川大学継続学習センターでは、未知なる知識との出会いや、
技術を習得する面白さを体験できる講座を開講している。伝統
文化を学ぶ講座や、本格的な作品づくりに取り組む講座のほか、
日本文化に触れたり体を動かしたりと、玉川大学ならではの多
彩な講座を用意。公的な資格取得を目指す講座や語学講座も。
心の豊かさや生涯の生きがいのために、幅広いニーズに対応し
ている。9/4㈪からは、秋から開講する講座の申込受付がスター
トする。初心者対象のクラスも豊富なので、楽しみながら新た
な学びにチャレンジできる。また、「体験講座はじめての盛物」
や「煎茶道体験講座」などは1回完結のため、日本の伝統的な文化
にも気軽に触れることができる。月ごとのテーマに沿った運動を
体験できる「TAMAGAWAカラダ改革クリニック」も人気だ。

装身具や金工品を作る「ジュエリー＆メタルデザイン」

四季折 の々植物との出会いを楽しむ「フラワーデザイン」

秋開講の多彩な講座が9/4㈪受付開始

In format ion
⃝ 講座一例
はじめての盛物、大名家の香道、煎茶の
世界へようこそ、折り紙を楽しむ、世界
遺産の魅力、音楽個人レッスン（声楽・器
楽・ピアノ）、TAMAGAWAカラダ改革ク
リニック、ハワイアン・フラほか
※HP公開は8月下旬予定

蘂042-739-8895 
町田市玉川学園6-1-1  
受付時間／9時〜17時 
贊日曜、祝日

玉川大学
継続学習センター

駅西

玉川学園前

至新宿

玉
川
学
園
前

ホームページ

田園風景が残る寺家ふるさと村に佇む古民
家風の店。50年以上受け継がれてきた秘伝
のタレで、脂の乗った肉厚のうなぎを香ば
しく焼き上げる。ふっくらとした中にも歯
応えの残る絶妙な食感と、タレのほどよい
甘さがやみつきに。今年の土用の丑の日は
7/30（日）。滋養のあるうなぎを食べて暑い
夏を乗り切りたい。昆布やアゴ、カツオで
だしをとった田舎蕎麦も自慢の一品。

土用の丑の日はうなぎでパワーチャージを

うなぎ・田舎蕎麦　寺
じ

家
け

乃
の

鰻
ま ん

寮
りょう

Menu

⃝ 上うな重（松）� 4,730円
⃝ 上うな丼（松）� 4,730円
⃝ 鰻ひつまぶし（竹）�

4,180円
⃝ 鰻寮御膳� 3,960円
⃝ 半蒲うなぎ膳� 2,640円
⃝ 天せいろ� 1,650円

蘂045-962-7338  
横浜市青葉区寺家町414 四季の
家 賚11時〜20時30分（L.O.）/
ランチ（L.O.14時30分） 贊火曜 
猾あり

ミスモネット

寺家ふるさと村

早野

下麻生
新百合ヶ丘
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フ
ラ
ン
ス
の
遠
い
親
戚
、
ジ
ャ
ン
＝

ギ
ヨ
ー
ム
か
ら
連
絡
が
来
た
。「
娘
と

孫
が
日
本
に
行
く
の
で
、
よ
ろ
し
く
」。

彼
に
は
あ
ち
ら
で
ず
い
ぶ
ん
お
世
話
に

な
っ
た
。
今
度
は
私
が
、
と
腕
ま
く
り

を
し
た
。

　

孫
の
マ
チ
ル
ド
は
17
歳
の
女
子
高

生
。
ア
ニ
メ
が
き
っ
か
け
で
日
本
語

を
習
い
始
め
た
。
最
近
で
は
何
で
も

箸
で
食
べ
よ
う
と
す
る
。
母
の
イ
ザ

ベ
ル
と
餃
子
を
作
っ
て
い
る
写
真
が

送
ら
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
る
。

　

来
日
が
近
づ
く
と
、
母
の
イ
ザ
ベ

ル
か
ら
メ
ー
ル
が
来
た
。

「
ア
ン
ナ
、
元
気
？
」

　

の
っ
け
か
ら
カ
ジ
ュ
ア
ル
だ
。
自

分
の
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
に
は
ま
だ
隙
間

が
あ
る
。
何
か
フ
ラ
ン
ス
の
も
の
が

欲
し
け
れ
ば
、
持
っ
て
い
っ
て
あ
げ

る
。
あ
り
が
た
い
が
、
欲
し
い
も
の

が
思
い
浮
か
ば
な
い
。
最
初
は
断
っ

た
。
再
度
の
申
し
出
に
、
思
い
つ
い

た
の
が
板
チ
ョ
コ
だ
っ
た
。

　

リ
ン
ツ
は
ス
イ
ス
の
メ
ー
カ
ー
だ

が
、
フ
ラ
ン
ス
の
ス
ー
パ
ー
に
は
ず
ら

り
と
並
ん
で
い
る
。
前
に
ジ
ャ
ン
＝

ギ
ヨ
ー
ム
が
、
各
種
取
り
揃
え
て
大

量
に
送
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
時
の
記
憶
で
、塩
味
、オ
レ
ン
ジ
、

ヘ
ー
ゼ
ル
ナ
ッ
ツ
の
3
枚
を
お
願
い

し
た
。
こ
れ
な
ら
か
さ
ば
ら
な
い
し
、

手
軽
に
手
に
入
る
。

　

二
人
の
到
着
の
翌
日
、
午
後
の
浅

草
の
ホ
テ
ル
で
待
ち
合
わ
せ
を
し
た
。

地
味
な
外
装
を
裏
切
っ
て
、
内
装
は

天
井
か
ら
壁
、
テ
ー
ブ
ル
に
至
る
ま

で
漫
画
調
の
イ
ラ
ス
ト
で
覆
わ
れ
て
、

「
ワ
ー
ワ
ー
」
や
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、ワ
ッ

シ
ョ
イ
」
の
文
字
が
踊
る
。
娘
の
趣

味
に
母
親
が
押
し
切
ら
れ
て
の
選
択

と
察
し
が
つ
く
。

　

現
れ
た
マ
チ
ル
ド
は
す
ら
り
と
し

た
眼
鏡
の
美
少
女
だ
っ
た
。
イ
ザ
ベ

ル
は
話
し
出
す
と
止
ま
ら
な
い
。

「
日
本
人
は
す
ご
く
感
じ
の
い
い
人
た

ち
ば
っ
か
り
」

　

マ
チ
ル
ド
が
地
元
の
女
子
高
校
生

に
声
を
か
け
ら
れ
た
と
い
う
。
小
顔

で
う
ら
や
ま
し
い
、
と
い
う
の
を
何

語
で
伝
え
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、

意
味
は
通
っ
て
い
た
。

　

昨
夜
は
立
ち
食
い
の
メ
ロ
ン
パ
ン

の
後
が
餃
子
だ
っ
た
。
両
方
め
ち
ゃ

め
ち
ゃ
美
味
し
か
っ
た
と
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
が
入
る
。
朝
は
雨
が
ひ
ど
か
っ

た
お
か
げ
で
、
6
時
の
浅
草
寺
は
人

影
も
な
く
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
だ
っ

た
と
ま
た
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
が
入
る
。

　

雨
す
ら
喜
ん
で
い
る
こ
の
人
た
ち

は
、
相
手
国
に
と
っ
て
は
理
想
的
な

旅
人
な
の
だ
と
半
分
安
心
し
た
。

「
ど
こ
に
行
き
た
い
？
」

「
ど
こ
で
も
い
い
わ
」

　

そ
う
は
言
わ
れ
て
も
、
と
戸
惑
い

つ
つ
、
か
っ
ぱ
橋
で
食
品
サ
ン
プ
ル

と
刃
物
店
の
ハ
シ
ゴ
を
し
た
。
あ
て

も
な
く
路
地
か
ら
路
地
へ
と
歩
い
て

い
る
う
ち
に
、
前
夜
の
立
ち
食
い
メ

ロ
ン
パ
ン
の
店
に
遭
遇
し
た
。
二
つ

に
割
っ
て
中
に
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を

詰
め
て
も
ら
う
。
こ
れ
で
美
味
し
く

な
い
わ
け
が
な
い
。

ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
の
隙
間

 
ア
ン
ナ
こ
ん
な
記 

　

メ
ロ
ン
パ
ン
の
隣
が
わ
ら
び
餅
の

専
門
店
だ
っ
た
。
調
子
に
乗
っ
て
試

し
て
み
る
気
に
な
っ
た
。
イ
ザ
ベ
ル

は
「
甘
す
ぎ
な
く
て
い
い
わ
」
と
言
っ

て
く
れ
た
が
、
マ
チ
ル
ド
は
ぷ
に
ぷ

に
の
食
感
に
明
ら
か
に
苦
戦
し
て
い

る
。
二
個
目
を
丁
寧
に
断
ら
れ
た
。

　

連
れ
て
行
っ
た
焼
き
鳥
屋
は
、
手

羽
先
は
ウ
ケ
た
が
、
レ
バ
ー
に
二
人

の
手
が
止
ま
っ
た
。
お
好
み
焼
き
屋

に
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
若
干
反
省
。

　

ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト
ま
で
戻
っ
た

と
こ
ろ
で
、
イ
ザ
ベ
ル
が
部
屋
か
ら

巨
大
な
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
き
た
。
中

を
覗
い
た
私
は
絶
句
し
た
。
板
チ
ョ

コ
の
山
は
後
で
数
え
た
ら
20
枚
だ
っ

た
。
ク
ッ
キ
ー
が
数
箱
、
果
物
ゼ
リ
ー

に
ヌ
ガ
ー
。

「
だ
か
ら
言
っ
た
で
し
ょ
。
ス
ー
ツ

ケ
ー
ス
に
は
隙
間
が
あ
る
っ
て
」

　

そ
の
隙
間
に
、
今
度
は
漫
画
や
ア

ニ
メ
の
グ
ッ
ズ
を
詰
め
て
、
二
人
は

上
機
嫌
で
帰
っ
て
行
っ
た
。

17

荻
野
ア
ン
ナ

おぎの あんな

1956年、神奈川県生まれ。小説家、慶應
義塾大学文学部教授。『背負い水』で芥
川賞（91年）、『ホラ吹きアンリの冒険』で
読売文学賞（2002年）、『蟹と彼と私』で
伊藤整文学賞（08年）を受賞。『ラブレー
で元気になる』、『殴る女』、『カシス川』ほ
か著書多数。最新刊は、『老婦人マリアン
ヌ鈴木の部屋』（朝日新聞出版）。

　

長
大
な
体
で
空
を
往ゆ

く
勇
壮
な
姿
、

鋭
い
爪
や
牙
、
翼
を
持
つ
邪
悪
な
存
在
、

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
作
品
の
登
場
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
な
ど
、
古
今
東
西
で
龍（
ド
ラ
ゴ
ン
）

の
姿
や
役
割
は
実
に
多
様
だ
。
蛇
を
基

に
複
数
の
動
物
を
掛
け
合
わ
せ
て
創
造

し
た
空
想
上
の
生
き
物
が
龍
だ
と
い
う
。

同
じ
龍
で
も
、
東
洋
で
は
水
神
や
仏
法

の
守
護
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
が
、

西
洋
で
は
神
や
英
雄
の
敵
対
者
と
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
立
場
は
ま
る
で
違
う
。

　

西
洋
で
龍
を
悪
と
す
る
起
源
は
、
古

代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
ま
で
遡

さ
か
の
ぼる
と
い

う
。
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
英
雄
神
マ
ル
ド
ゥ
ク

に
よ
る
洪
水
の
神
テ
ィ
ア
マ
ト
退
治
の

神
話
だ
。
こ
の
テ
ィ
ア
マ
ト
を
龍
と
す

る
説
が
あ
る
。
生
活
を
脅
か
す
自
然
の

猛
威（
＝
洪
水
）に
見
立
て
ら
れ
た
龍
は
、

人
々
の
生
活
を
守
る
た
め
に
退
治
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
存
在
で
、
現
実
世
界

に
お
い
て
は
、
チ
グ
リ
ス
・
ユ
ー
フ
ラ
テ

ス
川
の〝
治
水
と
灌か

ん
が
い漑
〞と
い
う
形
で
統

治
者
の
責
務
と
な
っ
た
。

　
「
龍
装
飾
水
差
」
の
龍
は
蛇
の
よ
う
な

体
に
波
打
つ
背
び
れ
、
鋭
い
爪
に
裂
け

た
口
と
、
い
か
に
も
恐
ろ
し
げ
だ
が
、

そ
の
顔
立
ち
か
ら
は
邪
悪
さ
を
感
じ
な

い
。
実
は
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
で
は
龍
は

宝
物
の
守
護
者
と
し
て
も
描
か
れ
て
い

る
。「
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
12
の
功
業
」
の
黄

金
の
リ
ン
ゴ
を
守
る
百
の
頭
を
持
つ
ラ

ド
ン
や
「
英
雄
イ
ア
ソ
ン
」
の
物
語
の

金
色
の
羊
毛
を
守
る
眠
ら
な
い
龍
が
そ

の
代
表
と
言
え
る
。

　

ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
る
イ
タ
リ
ア
遠
征

と
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
共
和
国
解
体
の
影
響
で
、

ム
ラ
ー
ノ
島
の
ガ
ラ
ス
職
人
組
合
が
解

散
し
た
19
世
紀
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ン
・
グ

ラ
ス
苦
難
の
時
代
に
龍
の
装
飾
は
大
流

行
し
た
。
そ
の
姿
は
、
古
く
か
ら
あ
る

西
洋
の
ド
ラ
ゴ
ン
像
と
い
う
よ
り
、
オ

リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
通
し
て
日
本
や
中

国
の
影
響
を
受
け
た
龍
の
姿
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
1
8
5
0
年
代
に
始
ま
っ
た

ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
は
、
1
8
5
1
年
ロ
ン
ド

ン
を
皮
切
り
に
欧
米
諸
国
に
広
ま
っ
た

万
国
博
覧
会
と
相
ま
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
人
々
の
未
知
の
国
、
日
本
へ
の
興
味

や
関
心
を
か
き
た
て
、
東
洋
趣
味
の
家

具
や
調
度
品
は
彼
ら
の
人
気
を
集
め
た
。

　

こ
の
水
差
し
は
砂
金
の
よ
う
に
輝
く

ア
ヴ
ェ
ン
チ
ュ
リ
ン
・
グ
ラ
ス
と
呼
ば
れ

る
ガ
ラ
ス
で
レ
ー
ス
・
グ
ラ
ス
が
作
ら
れ

て
い
る
。
ア
ヴ
ェ
ン
チ
ュ
リ
ン
・
グ
ラ
ス

も
レ
ー
ス
・
グ
ラ
ス
も
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
で
伝

統
的
に
使
わ
れ
て
き
た
ガ
ラ
ス
技
法
で
、

そ
の
水
差
し
に
巻
き
付
く
龍
の
姿
は
、

長
い
時
を
か
け
て
ガ
ラ
ス
職
人
が
継
承

し
て
き
た
技
術
を
守
っ
て
い
る
よ
う
に

も
見
え
る
。

　

海
上
交
易
で
栄
え
た
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
に

と
っ
て
、
莫ば

く
だ
い大
な
富
を
も
た
ら
し
、
様
々

な
文
物
が
行
き
交
う
海
に
住
む
龍
は

忌き

ひ避
の
対
象
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

衰
退
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
再
び
脚
光

を
浴
び
た
龍
か
ら
は
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ン
・

グ
ラ
ス
復
活
を
高
ら
か
に
告
げ
る
咆ほ

う
こ
う哮

が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ
。

龍装飾水差　19世紀　ヴェネチア
箱根ガラスの森美術館所蔵

箱根ガラスの森美術館

箱根、仙石原にある日本初のヴェネチアン・グラ
ス専門の美術館。15世紀から18世紀にかけて
ヨーロッパ貴族を熱狂させたヴェネチアン・グ
ラスや斬新な現代ガラス彫刻作品を展示。ヴェ
ネチアをイメージした庭園やカフェも併設。
https://www.hakone-garasunomori.jp/

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ン
・
グ
ラ
ス
復
活
の
咆
哮

6

水
の
都
の

炎
の
奇
蹟

箱
根
ガ
ラ
ス
の
森
美
術
館
　
学
芸
部
　
齋
藤
彩
香
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今
年
５
月
に
厚
生
労
働
省
が
公
表

し
た
2
0
2
0（
令
和
２
）年
の
市
区

町
村
別
生
命
表
で
、
川
崎
市
麻
生
区

の
平
均
寿
命
が
男
女
と
も
全
国
１
位

に
輝
い
た
。
男
性
が
84
歳
、
女
性
は

89
・
2
歳
と
90
歳
に
届
く
勢
い
だ
。

　

多
摩
丘
陵
の
自
然
が
残
る
麻
生
区

は
、
市
内
７
区
の
中
で
最
も
公
園
が

多
い
。
区
民
は
早
朝
か
ら
体
操
や
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
な
ど
健
康
意
識

が
高
い
と
い
う
。

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
心
身
と

も
に
健
康
を
保
つ
た
め
の
３
要
素
は
、

適
度
な
運
動
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と

第10回

なにはともあれ
「健康」

健康に関する気になる情報を、テーマごとにおとどけ。
健康についての理解を深めたら、

日々 の生活に取り入れ、自分の体を労わろう。

今
号
の
キ
ー
ワ
ー
ド

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

心
身
と
も
に
元
気
に
暮
ら
す
た
め
に

地
域
交
流
で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

人
生
１
０
０
年
時
代
、
心
身
と
も
に
健
康
に
過
ご
す
た
め
に
は
、

人
や
社
会
と
つ
な
が
る
こ
と
も
大
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

シ
ニ
ア
世
代
の
サ
ー
ク
ル
活
動
が
盛
ん
な
施
設
を
訪
ね
た
。

れ
た
食
生
活
、
心
身
の
休
養
と
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
特
に
高

齢
者
は
フ
レ
イ
ル（
健
康
と
要
介
護
の

間
の
虚
弱
な
状
態
）予
防
や
Q
O
L

（
生
活
の
質
）向
上
の
た
め
に
、
人
や

社
会
と
の
つ
な
が
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
大
切
な
要
素
だ
ろ
う
。

　

麻
生
区
地
域
み
ま
も
り
支
援
セ
ン

タ
ー
地
域
ケ
ア
推
進
課
の
藤
原
亮
子

課
長
は
、「
長
寿
日
本
一
の
次
に
目
指

す
の
は
、
健
康
に
過
ご
せ
る
期
間
の

『
健
康
寿
命
』を
延
ば
す
こ
と
で
す
」と

意
気
込
む
。

　

小
田
急
線
新
百
合
ヶ
丘
駅
か
ら
バ

ス
で
10
分
ほ
ど
の
金
程
に
あ
る
川
崎

市
麻
生
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、い
つ

も
活
気
に
満
ち
て
い
る
。
満
60
歳
以

上
の
川
崎
市
民
で
あ
れ
ば
、
施
設
内

に
あ
る
大
広
間
や
風
呂
な
ど
の
利
用

や
講
座
の
受
講
が
で
き
る
。
利
用
者

の
約
９
割
は
麻
生
区
民
で
、2
0
2
2

（
令
和
４
）年
度
の
利
用
者
数
は
3
万

人
弱
。
男
性
が
約
４
割
、女
性
が
６
割

で
、70
代
の
利
用
が
最
も
多
い
。
1
日

当
た
り
で
は
、
90
人
か
ら
1
0
0
人

が
訪
れ
て
い
る
。

　

人
気
の
コ
ー
ラ
ス
、
太
極
拳
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
な
ど
、
す
べ
て
の

講
座
が
初
心
者
向
け
。年
間
5
4
0
0

人
ほ
ど
が
受
講
す
る
。
講
座
後
は
気

の
合
っ
た
者
同
士
で
食
事
を
し
た
り
、

談
笑
し
た
り
す
る
姿
も
見
ら
れ
る
。

民
謡
講
座
に
通
う
女
性
は「
生
活
に
ハ

リ
が
出
た
」と
話
す
。
講
座
終
了
後
に

有
志
で
結
成
し
た
ハ
ー
モ
ニ
カ
サ
ー

ク
ル
で
活
動
す
る
70
代
の
男
性
は
、

「
楽
器
を
吹
く
こ
と
で
腹
式
呼
吸
を
意

識
す
る
よ
う
に
な
り
、
健
康
に
な
っ

た
気
が
す
る
」と
い
う
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
神
谷
英
男
所
長
は

「
皆
さ
ん
が
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
心
に

も
体
に
も
良
い
影
響
と
な
っ
て
、
長

寿
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
」。

取材協力／川崎市麻生老人福祉センター

小
田
急
不
動
産
株
式
会
社

総
合
不
動
産
会
社
と
し
て
小
田
急

沿
線
を
中
心
に
約
50
年
に
亘
っ
て

事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

東
京
都
渋
谷
区
初
台
1
︲
47
︲
1

T
E
L 

0
3
︲
３
３
７
０
︲
１
１
２
１

F
A
X 

0
3
︲
３
３
７
4
︲
2
9
5
2

首
都
圏
エ
リ
ア
の
賃
貸

オ
フ
ィ
ス
の
情
報
は
こ
ち
ら
▼

川崎市麻生区
84.0歳

横浜市青葉区
83.9歳

長野県宮田村
83.4歳

愛知県日進市
83.4歳

京都府木津川市
83.3歳

男性

1位

2位

3位

4位

5位

川崎市麻生区
89.2歳

熊本県益城町
89.0歳

長野県高森町
89.0歳

滋賀県草津市
89.0歳

兵庫県芦屋市
88.9歳

女性
全国市区町村別の平均寿命

シ
ニ
ア
世
代
の
地
域
交
流

サ
ー
ク
ル
活
動
が

元
気
の
も
と
に

開けばよみがえる、ドラマと感動

記念日に「本」を贈りませんか。
開けばよみがえる、ドラマと感動

記念日に「本」を贈りませんか。

専任スタッフが、ご予算・発行日に合わせて丁寧に
進めてまいります。
歴史と思い出を形に。ぜひ一度、ご相談ください。

税
理
士
法
人 

髙
津
会
計
事
務
所

東
京
都
世
田
谷
区
三
軒
茶
屋
2
︲
14
︲
12

T
E
L 

0
3
︲
3
4
1
2
︲
8
2
2
1

F
A
X 

0
3
︲
3
4
1
2
︲
8
2
2
4

代
表
社
員
・
税
理
士
　
立
花
　
陽
一

心療内科 精神科 神経科

あさお 井澤クリニック

■ 休診日：日･祝日､木曜､月曜午前
■ 夏季休診：8/10(木)〜15(火)

  9:30〜12:30

15:00〜19:00

○
休診

○ ○ ○

○ ○○ ○
9:30〜 
14:00

休診

柿生駅北口前　川崎市麻生区上麻生5-40-1-202

薑044-981-3636
初診の方はお電話で予約をお願いします
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